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１０月２日に韓国の全北特別自治道群山市（万頃江）で採取された野鳥糞便から、高病

原性鳥インフルエンザウイルス（H5亜型）が検出されました。 

国内では北海道のハヤブサからHPAIウイルス（H5N1亜型）が検出されています

が、韓国では今冬初の検出事例であり、渡り鳥の飛来によって、本県にもHPAIウイル

スが持ち込まれる可能性があります。より厳重な警戒をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常と異なる症状を発見した際には、速やかに家畜保健衛生所に通報をお願いします。 
 

中予家畜保健衛生所   電話  089-990-1333   

                            090-6282-6129 (休日・夜間) 

韓国の野鳥糞便から 

   高病原性鳥インフルエンザウイルス(H5亜型)検出 

～飼養衛生管理基準の遵守徹底を！～  

○異状家きんの早期発見・早期通報の徹底 

〇家きん飼養農場の防鳥ネットの再確認 

○人・車両の出入りの厳重管理 

○農場周辺の消石灰散布など消毒の徹底等による農場へウイルス侵入防止 

全北特別自治道 

群山市 H5 野鳥糞便 2024.10.2 

韓国におけるHPAI事例 
今シーズンのHPAI事例 

（2024年9月から） 
野鳥での初確認日 

 2024年10月2日（全北特別自治道） 

 
昨シーズンのHPAI事例 
（2023年9月から2024年2月） 

野鳥での初確認日 

 2023年11月27日（全北特別自治道） 

家きんでの初発生日 

 2023年12月3日（全羅南道） 
家きんでの発生数 32事例 

（参考：低病原性 1事例） 


